
 
資料５－１

地域資源を活用した地域の維持・活性化に関する今後の施策の方向性 
（案） 

 
●地域の維持・活性化の意義と国の役割 
 ◎地域の維持・活性化のポイント 

・個人が「満足度」の向上を目指して様々な可能性を実現する場 
・国土を支える様々な機能を分担する場 

としての地域の維持・活性化 
↓ 

地域間の知恵と工夫の競争、潜在力の開花に向けた地域の主体的で即地的な取組が基本 
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◎国の役割のあり方：画一的な支援からの転換 
・新たな地域社会像の形成の支援、知恵と工夫の競争の環境整備 
・地理的・自然的条件等の不利性による生活・産業の基礎的条件の不備の是正 

→ 地域ニーズに沿った実効性・実感ある支援メニュー 

今後の地域活性化の施策のポイント 

民間主体に対する包括的な支援施策の構築 

◎地域の担い手の緩やかな組織化 
 → 地域の意識共有・イノベーションへ 
・多様な組織制度（ＬＬＰ、ＬＬＣ等）の活用・組織制度の整備強化 

◎ＩＣＴの積極的活用と条件整備 
・ＩＣＴを活用したコミュニティ、ソー
シャルキャピタルの強化等 
・ＩＣＴインフラの整備 
・ＩＣＴリテラシー向上 

◎行政の役割 
→ 民間の発意・ビジネスマインドの誘導・サポート役への転換（プロデュー
・民間の創意工夫を支援するソフト施策・必要な施設整備へ 
……人材・資金のマッチング、リスクヘッジ、担い手形成、活動場所の提供、権威付け、広

◎外部人材の活用 
・外部の専門的人材の多面的機能（地域資源の相対的評価、地域内の触媒機能等） 
 → 外部の人材・スキル誘導のための仕組みの構築（総合的な情報プラットフォ

◎地域間連携の推進 
○地域の機能補完的・相乗的な
○人・モノ・資金・知恵・情報
を移動する国土の形成 
・ＩＣＴを活用した外部への
ネットワーク形成 
・定期的な訪問・産品購入等
 外部サポーターの確保・活
・交通・ＩＴインフラの戦略

◎企業力の地域活性化への活用 
……ＮＰＯ支援、ボランティア活動参加等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎民間の発意・活動を重視した地域活性化 
・画一的でない、民間主体（地域住民、農林漁業・商業者・その組合組織、地域の企業
ど）を担い手とする地域活性化に転換 
・高齢者・女性など個人の社会への多様な関わりの機会の創出 
・ユニバーサルデザインの考え方に基づいた地域の設計 
・高齢者の地域社会との多様な関わり・つながり（絆・縁）の強化 

◎地域資源の発掘・再評価・磨き・活用 
・地域の公設試験研究所、大学、企業との連携によるイノベーション、６次産

・複数資源・複数産業の組み合わせ（自然学校・ミュージアム空間・産業観光施設の

・地域資源の特性に応じた様々な循環の形成（地域レベル、広域レベル、全国・海
サー機能）
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